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議
員　
成
年
後
見
制
度
で

は
、
財
産
の
使
い
方
な
ど

に
つ
い
て
、
被
後
見
人
と

そ
の
家
族
の
意
思
が
無
視

さ
れ
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ

ル
が
全
国
的
に
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
市
に
対
し

て
相
談
な
ど
の
事
例
は

あ
っ
た
か
。

福
祉
保
健
部
長　
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
ふ
ち
ゅ
う
へ

の
成
年
後
見
人
の
活
動
内

容
に
対
す
る
不
服
の
相
談

は
多
く
な
い
が
、
過
去
に
、

被
後
見
人
本
人
か
ら
後
見

人
変
更
の
相
談
が
あ
り
、

当
事
者
同
士
の
話
し
合
い

の
場
を
調
整
す
る
な
ど
、

後
見
人
が
交
代
す
る
ま
で

サ
ポ
ー
ト
を
し
た
事
例
は

あ
る
。

議
員　
判
断
能
力
を
失
っ

た
高
齢
者
の
不
動
産
が
空

き
家
化
す
る
事
例
へ
の
認

識
と
実
数
把
握
は
。

福
祉
保
健
部
長　
成
年
後

見
人
が
付
い
て
施
設
入
所

等
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
管

理
不
全
空
き
家
と
な
る
可

能
性
は
低
い
と
認
識
し
て

お
り
、
そ
の
実
数
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

議
員　
令
和
７
年
度
よ
り

市
は
小
学
校
の
第
一
学
年

か
ら
第
三
学
年
に
お
い
て
、

学
級
担
任
を
補
佐
す
る
支

援
員
、
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
導
入

に
よ
り
、
都
か
ら
全
額
補

助
を
受
け
市
の
負
担
は
減

っ
て
い
る
が
、
支
援
員
の

拡
充
は
難
し
い
と
聞
く
。

学
校
の
支
援
員
は
現
状
足

り
て
い
る
と
い
う
認
識
か
。

教
育
部
長　
充
実
し
た
支

援
体
制
が
構
築
で
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
各
学
校

長
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
配
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ア
シ
ス
タ
ン
ト
導
入
に

伴
う
勤
務
時
間
の
調
整
に

よ
り
、
本
人
の
意
図
に
反

し
て
勤
務
時
間
が
増
減
し

た
支
援
員
も
い
る
と
聞
く
。

段
階
的
な
調
整
等
、
柔
軟

な
対
応
は
で
き
な
い
か
。

教
育
部
長　
学
校
の
現
状

や
支
援
員
の
配
置
状
況
等

を
勘
案
し
な
が
ら
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
。

他 

基
金
の
積
立
額
の
根
拠
に

つ
い
て

議
員　
令
和
７
年
８
月
９

日
に
市
長
が
平
和
首
長
会

議
に
参
加
し
た
意
義
は
。

市
長　
戦
後
80
年
の
節
目

に
長
崎
の
地
に
立
ち
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
改
め
て
胸
に
刻
み
、

未
来
を
担
う
世
代
に
平
和

な
社
会
を
引
き
継
ぐ
責
任

の
重
さ
を
改
め
て
強
く
感

じ
た
。
今
後
も
、
本
市
の

平
和
都
市
宣
言
の
理
念
に

基
づ
き
、
平
和
意
識
の
一

層
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。

議
員　
本
市
に
は
、
東
京

外
国
語
大
学
、
東
京
農
工

大
学
、
ア
メ
リ
カ
ン
ス
ク

ー
ル
が
あ
り
、
多
く
の
外

国
籍
の
方
々
が
暮
ら
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
多
様
性

と
国
際
理
解
の
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
を
市
民

と
の
協
働
で
開
催
す
る
考

え
は
な
い
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長　
８

年
度
は
異
文
化
理
解
、
多

文
化
共
生
等
を
テ
ー
マ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 

社
会
福
祉
法
人
清
陽
会
に

つ
い
て

議
員　
本
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
、
製
造
業

に
お
い
て
令
和
３
年
度
か

ら
４
年
度
で
約
26
・
９
％

増
加
し
て
い
る
が
、
こ
の

理
由
を
ど
う
分
析
し
て
い

る
か
。

環
境
担
当
参
事　
都
が
公

表
し
て
い
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
算
定
結
果
で
は
、

金
や
銀
な
ど
を
扱
う
非
鉄

金
属
部
門
で
電
気
及
び
ガ

ス
の
使
用
量
が
大
幅
に
増

加
し
た
と
あ
り
、
そ
れ
が

要
因
と
捉
え
て
い
る
。

議
員　
産
業
部
門
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
達
成
に
向
け
て
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
取
組

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
担
当
参
事　
７
年
６

月
に
、
電
力
関
連
会
社
と

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
利
用
促
進
に
関
す

る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
、

同
社
提
供
の
「
設
備
投
資

を
か
け
ず
再
エ
ネ
電
力
に

切
り
替
え
る
仕
組
み
」
の

導
入
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

他 

下
水
道
設
備
の
老
朽
化
対

策
と
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
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成
年
後
見
制
度

ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
事
例

は

あ

る

か

相
談
は
多
く
な
い
が

過
去
に
後
見
人
交
代
の

サ
ポ
ー
ト
事
例
は
あ
る

学
校
の
支
援
員
は

現
状
と
し
て
足
り
て

い
る
と
い
う
認
識
か

充
実
し
た
体
制
と
考
え

て
い
る
が
必
要
に
応
じ

配
置
を
検
討
し
て
い
く

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

デ
ー
を
開
催
す
る

考
え
は
な
い
か

異
文
化
理
解
・
多
文
化

共
生
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
し
て
い
き
た
い

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

達
成
に
向
け
た

市
の
取
組
を
聞
き
た
い

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

電
力
の
仕
組
み
導
入

支
援
を
行
っ
て
い
る

特 別 委 員 会 の 概 要
基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、

事
業
者
に
よ
り
都
環
境
影
響
評
価
条
例

に
基
づ
く
住
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
工
事
車
両
等
の
経
路
に

対
す
る
要
望
や
交
通
量
の
増
加
に
伴
う

渋
滞
及
び
安
全
対
策
に
対
す
る
意
見
な

ど
が
あ
り
、
事
業
者
か
ら
は
周
辺
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
適
切
に
計
画
を
進
め

て
い
く
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ

い
て
、
通
信
鉄
塔
の
解
体
作
業
が
令
和

７
年
11
月
下
旬
頃
か
ら
実
施
さ
れ
る
見

通
し
で
あ
る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ

れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
新
庁
舎
に
整
備
す
る
地
下
駐
車
場
に

つ
い
て
、
料
金
は
１
時
間
５
０
０
円
の

範
囲
内
で
市
長
の
承
認
を
得
て
指
定
管

理
者
が
定
め
る
こ
と
と
す
る
が
、
来
庁

者
が
駐
車
場
を
使
用
し
た
場
合
は
、
そ

の
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
を
講
じ
る
。

　
「
は
な
れ
」
に
配
置
予
定
の「
ふ
る

さ
と
府
中
歴
史
展
示
室（
仮
称
）
」に

つ
い
て
、
展
示
設
計
が
完
了
し
、
展
示

委
託
の
発
注
手
続
き
に
入
る
。
展
示
は
、

郷
土
か
る
た
の
体
験
等
、
本
市
の
歴
史

と
身
近
に
触
れ
合
え
る
構
成
と
す
る
な

ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

　
新
た
な
学
校
づ
く
り
に
係
る
取
組
と

し
て
、
統
合
検
討
校
で
あ
る
府
中
第
七

小
学
校
及
び
武
蔵
台
小
学
校
の
保
護
者

へ
の
周
知
を
目
的
に
、
説
明
会
及
び
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
市
立
小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
整
備
方

針
（
案
）
の
作
成
に
つ
い
て
、
第
２
次

府
中
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改

修
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
の
学
校
施
設

の
改
築
に
お
い
て
は
屋
外
プ
ー
ル
を
整

備
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
民
間
屋
内
プ 

ー
ル
の
活
用
を
優
先
的
に
検
討
す
る
こ

と
等
、
４
つ
の
方
針
を
示
し
た
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。
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第
64
号
議
案

物
品
の
買
入
れ
に
つ
い
て

第
56
号
議
案

府
中
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

第
68
号
議
案

令
和
７
年
度
府
中
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

第
60
号
議
案

府
中
市
立
自
転
車
駐
車
場
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
議
案
は
、
市
に
配
備
し
て
い

る
起
震
車
を
更
新
す
る
た
め
当
該
車

両
を
１
台
買
い
入
れ
る
も
の

　
主
な
内
容
と
し
て
、「
１
者
に
よ

る
条
件
付
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、

落
札
さ
れ
、
税
込
み
７
６
５
３
万
７

１
０
０
円
で
落
札
業
者
と
仮
契
約
し

た
」「
車
両
に
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
等
に
お
け
る
長
周
期
地
震
動
を
再

現
で
き
る
起
震
装
置
の
ほ
か
、
地
震

発
生
時
の
臨
場
感
を
よ
り
現
実
的
に

体
感
で
き
る
Ｖ
Ｒ
装
置
を
装
備
す
る
」

等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
Ｖ
Ｒ
装
置
も
含
め

て
効
果
的
に
活
用
し
、
よ
り
多
く
の

方
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
児
童
福
祉
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
乳
児
等
通
園
支
援

事
業
、
い
わ
ゆ
る「
こ
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
」が
市
町
村
の
認
可
事
業

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
事
業
を
認
可
す
る
上
で
必
要
な

基
準
を
定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
本
事
業
は
、

子
ど
も
が
家
庭
を
離
れ
て
同
じ
年
代

の
子
ど
も
や
保
育
士
と
関
わ
る
こ
と

で
、
新
た
な
経
験
を
積
む
た
め
の
も

の
で
あ
り
、
一
時
預
か
り
と
は
趣
旨

が
異
な
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
本
補
正
予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
億
２
６
７
９
万
５
０
０
０
円

を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
２
０
５
億

２
３
０
０
万
４
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
補
正
内
容
は
、
６
年
度
決
算
に
伴

う
繰
越
金
等
に
よ
る
所
要
の
予
算
措

置
を
行
う
も
の
で
、
歳
入
で
は
繰
入

金
等
を
増
額
、
歳
出
で
は
介
護
給
付

費
等
準
備
基
金
費
や
償
還
金
及
び
還

付
金
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

質
疑
に
対
し
て
、 「
国
は
22
年
を

65
歳
以
上
の
人
口
の
ピ
ー
ク
と
推
計

し
て
お
り
本
市
に
お
い
て
も
介
護
給

付
費
は
増
加
し
て
い
く
と
考
え
て
い

る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
意
義
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
府
中
市
役
所
自
転

車
駐
車
場
を
設
置
し
、
そ
の
管
理
及

び
運
営
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、 「
駐
車

で
き
る
の
は
普
通
自
転
車
と
し
、
使

用
料
は
１
台
に
つ
き
24
時
間
ご
と
に

１
０
０
円
と
す
る
。
な
お
、
２
時
間

以
内
の
使
用
料
は
無
料
と
す
る
」等

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、 「
設
置
す
る
自

転
車
ラ
ッ
ク
の
仕
様
に
つ
い
て
は
、

前
輪
の
み
を
ラ
ッ
ク
へ
入
れ
る
１
段

の
平
置
き
タ
イ
プ
を
整
備
す
る
予
定

で
あ
る
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、

全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

常任委員会の審査報告から


